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　日本共産党区議団は12年前から「就
労・正社員化の支援」「ニート・ひき
こもり」などの若者雇用を求めてきま
した。
　当初、区は「都がやるべき」と拒否し、
他党から激しい野次が飛ぶ中でもねば
り強く取り上げ、８年前に国のモデル
事業として23区で初めて「若者ステ
ーション」を北千住に創設し、その後
「若者サポートステーション」に発展。
　今では全国から注目され誇れる施策
になりました。

　日本共産党区議団は「安心して
子育てしたい」との区民の願いを
くり返し届け認可保育園の増設を
求め続けました。
　当初の「増設は必要ない」との
与党議員らの主張をはねのけ、西
新井駅前を皮切りに12園961人分
の増設をすることになりました。
　また、重い要介護の負担や在宅
介護の生活実態を告発して、特養
ホームの増設もくり返し迫り、つ
いに23区唯一「３年間で1000床の
増設計画」を実現しました。
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区議団全員で３年半経過した福島第一原発付近（福島県浪江町）を訪問。「原発事故さえなければ、復興にすすめたのに」
と、悔しさや怒りがこみ上げ、原発ゼロ、被災者救済、放射能対策へ決意新たに。

住民の苦難あるところに共産党あり
　区議団は原発事故・東日本大震災の被災地に何度も足を運び、
救援･復興支援の先頭に立ってきました。特に「復旧も復興もま
まならない。故郷に住むこともできない」福島県の実態に衝撃
をうけ、その教訓を足立区の災害対策に積極的に提案してきま
した。「原発ゼロ･自然エネルギーへの切りかえ」「低エネルギー
社会」を足元からすすめる具体的提案を行い、太陽光の活用も
前進、区政を動かしました。
　『住民の苦難に寄りそい、要求を実現する』は、日本共産党の
立党の精神です。
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TV番組で盛んに「おいしい給食」を
PRしても「安心・安全」は軽視

　区は発災時の「死者ゼロ」を目指すとして、各小中学校を第一次避難所に位置づけ、避難所の増設を含め
た防災計画を作っていますが、学校統廃合計画を優先するあまり、逆に避難所の数は減っています。現在進
めている鹿浜・江北エリアの学校統廃合だけでも、約5500人分の避難所がなくなることになります。
　日本共産党区議団は「震災対策よりも学校統廃合優先か。いざという時、住民の『いのち』を守る避難所
となる学校をなくすな」と繰り返し議会で追及。しかし区は、その立場を変えようとしません。
　「いのち」よりも学校統廃合を推し進める姿勢でどうして「死者ゼロ」が実現できるのでしょうか。

　「おいしい給食」と盛んに宣伝している近藤区政。
　食材への放射能の不安の中、23区の大半が継続した給食の食材検査を行っています。しかし区は、給食の
食材検査などを求める陳情署名が計9344筆（10月15日現在）に達してい
るにも関わらず、「国が大丈夫と言っているから検査の必要はない」と
いう姿勢を崩さず、頑なに拒否し続けています。
　わが党が行った区民アンケートには「給食（食育）に力を入れている
と思っていたのでショックです」「給食の食材検査がなされていないこ
とを初めて知りました。子どもが給食の年になる頃、未だ（測定）され
ていないようだったら区外に引っ越します」との声も寄せられています。
　安心・安全の保証なしに何が「おいしい給食」でしょうか。

　区民の暮らしは大変でも、区に
お金がないわけではありません。
　年間予算額もためこんだ基金
（1072億円）も23区で２番目に
多い金額です。
　日本共産党区議団は、「お金の
使い方を変えれば区民生活を応援
できる」と、この15年間、毎年
財源を示して予算修正案を提案
し、実現へ道を開いてきました。

新年度予算要望書を提出する
日本共産党区議団

●老人クラブ助成金一律4割削減
●喜寿の敬老祝い廃止
●高齢者無料入浴券の廃止
●紙おむつ支給利用者負担増
●障がい者施設入所負担増
●日常生活用具の削減
●介護サービスの切り下げ・時間短縮
●補聴器の電気代、杖先のゴムまで削減
●西部・千住老人館の廃止
●高齢者住み替え家賃補助廃止
●緊急通報システムの有料化

　「年金は毎年削られて、天引
きされる介護保険の負担が重
い。物価も上がる一方で生活
が苦しい」―多くの高齢者の
声です。
　この15年間、高齢者一人あ
たりにかける予算は減り続け、
介護保険の負担も重くのしか
かっています。区長は「孤立
ゼロ」といいますが、老人館
も廃止し、高齢者が負担増で
外出も食費も節約する「孤立」
状況に追い込んでいるのでは
ないでしょうか。

　この15年間、自公民区政は、区民にサービス切りすて・
負担増をおしつけてきました。区長は「絆づくり」とい
いますが、その絆をズタズタに引き裂いてきました。
●地域学習センターの団体使用料有料化で活動するサー
クルは半減
●住区センター・学校開放まで有料にし、解散するスポ
ーツ団体も。
●区施設駐車場全面有料化方針
●伊豆高原・湯河原・那須（計年3万人以上利用）など
すべての区民保養所を廃止・売却

●塩原自然教室（年7600人利用）、山中湖
林間学園（年7000人利用）、上総湊健康
学園も廃止
●鹿沼野外レクリエーションセンターの廃止
●東綾瀬公園アイススケート場、中央本町プ
ールも廃止。
●江北幼稚園を廃止し跡利用も決まらず廃墟
同然に
●すべてのがん検診の有料化

●国民健康保険料（均等割）
　26100円→43200円
●介護保険料（23区トップクラス）
　（月額の基準額）0円→5570円
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　近藤区政は当初から「子ども重視」と言ってきま
した。しかし今年度も認可保育園の待機児は全国で
８番目。過酷な保活が行われています。その原因は、
周辺区と比較しても整備率が10％も低いのに、認可
保育園の増設を怠ってきたからです。せっかく保育
園に入れても、認可保育園の保育料は23区でも最高
位で、子育て世帯に重い負担です。
　さらに学校では競争教育が進められ子どもを差別
選別し、道理のない統廃合の強行で小中学校を25年
間で33校対象に18校なくす計画も進めています。
「子ども重視」どころか、子育て応援に逆行する区
の姿勢に怒りの声が殺到しています。

認可保育園 整備率

Ｂ 住民税非課税世帯 3600円 426円 8.45倍
Ｃ1 住民税均等割りのみ 6700円 1843円 3.64倍
Ｃ2 所得割5000円未満 7200円 2671円 2.70倍
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お金の使い方を切りかえれば

4万7000円
（2014年）

16万1000円
（1999年）

（一般会計の老人福祉費と介護保険への繰り出し金を高齢者数で割ったもの）

いのちを軽視 高齢者一人にかける予算は1／3以下に 子育て

願いは実現できる

放射能測定拒否わずか数区
安全軽視で「何がおいしい給食？」
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23区
平均保育料

足立区保育料
（月額）

0

10

20

30

40

50

荒川区北区墨田区葛飾区足立区（人） （％）

10000

5000

0

15000
20000
25000
30000
35000

子ども・命ないがしろに
サービス削って

子ども・命ないがしろに
サービス削って

区政の15年区政の15年自公民 異常なため込み

（2014年　9月現在）
1072億円
23区第２位



区政史上初！1000名を超える集団住民監査請求
（11月７日 区役所前）

　安倍政権による消費税増税路線が破たんするも、近藤区政は「必要な財源」の態度に固
執し、増税前提の予算編成を指示。集団的自衛権でも区民の声を聞かず、原発については「エ
ネルギーの安定的な確保が必要不可欠」と、再稼働も容認する姿勢です。真摯に区民の声
に耳を傾けるべきです。

消費税10％は、賛成が５％。圧倒的
区民は増税反対（区民アンケート）
●絶対に反対です。生活費の切り詰めは
増税前からやっていることで、これ以
上は削れません（38歳・女性）

●すべて社会保障に回ると思っていた。
10％になっても回らないので絶対反
対です（69歳・女性）

集団的自衛権の閣議決定に反対、約7割（区民アンケート）　
　集団的自衛権の解釈変更の閣議決定直後、いっせいに高校生など18歳の若者に自衛官募集の
ダイレクトメールが届き、青年がインターネット上で「赤紙をもらった」と騒ぎがありました。
　足立区では、わが党の追及に区長が「（集団的自衛権の解釈変更は）好ましいとは思わない」
と答弁しながら、実際は「18～ 26歳までの若者の名簿を抽出、自衛隊に閲覧」をさせていま
した。日本共産党は、繰り返し撤回を迫っています。

「原発大々々々々反対。福島の現状
を見たらわかります。」
●事故の収束もできないのに再稼働は許
されない。放射能対策は国の責任で…
●福島楢葉に住んでいた姉たち一家は、
いわきの仮設住宅（４畳半２間）に入
って３年目です。義兄はうつ病になっ
てしまいました（女性）
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ゼロどころか
「必要な電源」と再稼働容認
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「必要な財源」と
増税前提に予算編成指示
「自衛隊に若者の
　　　  名簿閲覧させる」

　今年の１月から始まった全国に例のない規模の戸
籍窓口業務の外部委託。
　日本共産党は始まる前から「住民の個人情報とプラ
イバシーを企業の食い物にすることは許されないと一貫
して追及。開き直り突き進もうとする区に対し「サービ
スの低下や経費増」の実態や、偽装請負や戸籍法違反
になることを粘り強く追及し続けました。
　区長は「区民を混乱させた」と謝罪、東京法務局・
労働局からも「法令違反」と是正指導が出され、事
実を知った区民からは怒りの声が広がり、これらの
外部委託の中止を求めて、12000名余の署名が区長
に提出されました。区はついに窓口業務の大半を区
職員（直営）に戻すことを決めましたが、それでも
法令違反やサービス低下は避けられず、さらに国保
や介護保険業務にまで突き進もうとしています。

区民の税金とプライバシーが企業の食い物に！！
全国に例のない戸籍の外部委託

　そこで、11月17日には約1400人の区民が近藤区長
に対し、契約の中止と税金の返還を求める住民監査
請求が出されました。
　区長はこの区民の声に耳を傾けるべきです。


